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授業を充実するための資料提供
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「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画 （平成29年6月20日）

防災教育における支援体制（イメージ） 防災教育の支援（例）



大規模氾濫減災協議会【防災教育の促進（案）】
「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく協議会

馬淵川米代川新井田川圏域
大規模氾濫減災対策協議会

三陸圏域

大規模氾濫減災対策協議会

北上川上流
大規模氾濫減災協議会

・北上川上流大規模氾濫減災協議会
・馬淵川米代川新井田川圏域大規模氾濫減災対策協議会

・三陸圏域大規模氾濫減災対策協議会

河川管理者等（国・県）

盛岡地方気象台

市町村

防災教育・河川環境教育 分科会の設置

教育委員会

アドバイザー等

学校関係者

大規模氾濫減災協議会における防災教育の促進(案)

・指導計画の作成支援に着手
・支援実施学校を決定
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指導計画を全学校へ共有

教育関係者
北上川上流

大規模氾濫減災協議会

連携

Ｈ３１～Ｈ３３年度

引き続き、防災教育の実施を支援

北上川上流 防災教育・河川環境教育分科会スケジュール（案）

年
度

月
幹事会
協議会

【分科会】
防災教育関係

開 催 内 容 備考

H29 2 事務局打合せ ・2/16 岩手県教育事務所会議 ・防災教育促進の説明

H30 5月22日
6月12日

幹事会
協議会

指定校担当者会議 ・6/4
いわての復興教育・防災教育

〈研修講座〉

・分科会設置に関する周知

7月20日 モデル校の決定 ・7/4 教育委員会・モデル校〈初回打合〉
【教育委員会】奥州市教育委員会
【モデル校】姉体小学校・黒石小学校

・防災教育促進の説明
・指導計画案について
・今後の予定

9月5日 第１回分科会開催
（台風21号により中止）

・防災教育の取組強化
・指導計画（案）

・モデル校への支援方法
・指導計画（案）の作成支援

10月24日 モデル校における
試行・実践

・奥州市立姉体小学校 ・試行授業
・教材内容、指導方法等確認

11月8日 モデル校における
試行・実践

・奥州市立黒石小学校 ・試行授業
・教材内容、指導方法等確認

12月27日 岩手県教育委員会
へ照会

・指導計画（案）の確認
「北上川上流水防災学習プログラム(案)」

・指導計画（案）の確認

1月29日 協議会 協議会での周知 ・指導計画の共有についてのご連絡
「北上川上流水防災学習プログラム(案)」

2月8日 教育委員会から
県内小学校へ周知

・指導計画を周知
「北上川上流水防災学習プログラム(案)」

・防災スクール発表会

H31以降
・指導計画を用いた授業を実施 ・改定された新学習指導要領

に基づき授業を実施
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平成30年度 防災・環境教育の取組事例

北上川上流大規模氾濫減災協議会 （岩手県 奥州市立 姉体小学校）

授業風景

●授業の目標
河川と生活との関わりに関心をもち、自然災害の被
害とその対策組織の取り組みを通じ、自らも自身の生
活を守る意味をとらえる。

■実施月日 ： 平成30年10月24日（水）

■学習内容 ： 「災害に備える」（総合的な学習）

■実施対象 ： 奥州市立姉体小学校５年生

国土交通省は教材用資料とデータの提供で支援

授業を受けた児童のふりかえり

「色々な方法で正確な情報を収集し、早めの避難に向けて準備をしなければならないと分かった。」

過去の浸水深を知る 映像や画像を効果的に活用

平成30年度 防災・環境教育の取組事例

北上川上流大規模氾濫減災協議会 （岩手県 奥州市立 黒石小学校）

授業風景

●授業の目標
これから学習する、５年社会科「自然災害とともに
生きる」に見通しをもって取り組むため、また６年理
科「変わり続ける大地」に興味を持って取り組むため
の導入として、我が国で起きる自然災害について理
解することを目的とする。

■実施月日 ： 平成30年11月8日（水）

■学習内容 ： 「わたしたちの国土と自然災害」
（総合的な学習）

■実施対象 ： 奥州市立黒石小学校５・６年生
（複式学級）

国土交通省は教材用資料とデータの提供で支援

授業を受けた児童の感想

「岩手県では水害が多い事が分かって、その対策をどのようにしているか知りたいと思った。」

子どもたちの学び合いにより
自ら考えさせる授業
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水害学習資料
（水害に関すワンポイント）

「防災教育・河川環境教育」で使用する教材
【指導計画：北上川（上流）水防災学習プログラム（案）】

・児童の理解や反応が良い教材として、映像や写真教材を用いた資料とする。
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北上川上流での「防災教育・河川環境教育」について

防災教育ポータル｜国土交通省 http://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/index.html



堤防の開削断面を通じて、地域住民の方に
水害との戦いの歴史ご覧いただきました！

阿武隈川上流大規模氾濫時の
減災対策協議会

水防災意識社会
再構築ビジョン

「マイ・タイムライン」作成

タイムラインとは、台風等の被害が予測でき
る場合、防災関係機関が連携し災害状況の想定
を共有した上で、「いつ」、「誰が」、「何を
するか」に着目し、被害発生前から実施すべき
防災行動計画を時系列にまとめたものがタイム
ラインです。
マイ・タイムラインとは、防災情報を元に住

民一人ひとりが自分自身の家庭環境に適した標
準的な防災行動（避難計画）の事であり、家庭
版タイムラインといえるものです。

※個人状報保護の関係上写真の一部を加工しています。

水防災ワークショップ「概要」

近年頻発している記録的な大雨での災害に
備えるため、北上川上流大規模氾濫減災協議
会では「マイ・タイムライン」を作成する住
民参加型の水防災ワークショップを平泉町で
開催しました。
北上川初の取組みであり、災害時に避難誘

導のキーマンとなる区長、自主防会長、消防
団などを対象に自分自身の避難のタイミング
と避難経路を考えた「マイ・タイムライン」
を作成し、地域防災力の向上を図りました。

マイ・タイムライン記入の様子

水防災ワークショップ開催状況

（平成30年11月20日 平泉町役場）

タイムラインとは（事前防災行動計画）？

各班話合いの様子

【水防災ワークショップ実施内容】
①洪水と避難についての学習
②マイ・タイムライン作成ワークショップ
③マイ・タイムラインを使った洪水時情報伝達訓練
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訓練してわかったこと
マイ・タイムラインは、実際の水害時に役立つ
と思いますか？

「北上川マイ・タイムライン記入」

・


